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通常学級に在籍する特別な支援を要する児童への支援の在り方
ーユニバーサルデザインの視点を踏まえた授業づくり-
学習開発コース (12220910) 酒 井宏 彰
This study aims 加 examinethe way of supporting special needs children in regular classrooms 
and ωclarify how to design classes based on the principles of universal design. Introducing the 
concept of “structuring' into practice， this study considers its effectiveness and problems. Classes 
based on the principles of universal design were conducted， which revealed that designing classes 
based on the principles of universal design was effective not only for the special needs children but also 
for the other children. 
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
文部科学省、は， 2012年に「通常の学級に在籍す
る発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必
要とする児童生徒に関する調査結果について」を
公表した。その結果によると，知的発達に遅れは
ないものの，学習面又は行動面で著しい困難を示
す児童生徒の割合は，6.5%であることが分かった。
また，児童生徒の受けている支援の状況について
は，それらの教育的支援が必要な児童生徒に対す
る支援が浸透しつつあること も分かった。
さらに，文部科学省 (2012)は，調査の結果か
ら，授業時間内に教室で個別の配慮・支援を行うこ
とについて，児童生徒の実態把握は行っているも
のの，指導法については，教員が 卜分に理解でき
ていない可能性があると述べている。そして，学
習又は行動面で著しい困難を示すとされた児童生
徒を取り出して支援するだけでなく，それらの児
童生徒を含めた学級全体に対する指導をどのよう
に行うかを考える必要があるとも指摘している。
その方法と して，教育的支援が必要な児童生徒
が理解しやすいように配慮した授業を考えていく
ことが必要であり，また，それらの児童生徒だけ
でなく全ての児童生徒にとって理解しやすく，効
果的な指導を考えていくことも必要であると考え
る。
つまり，教育的支援が必要な児童生徒にとって
ないと困る支援が，学級の他の児童生徒にとって
も有効である支援とはどのようなものか。全ての
児童生徒にとって「分かる ・できるJ経験を実感
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できる授業づくりの方法がどのようなものか考え
ていきたい。
(2)研究の目的
本研究は，通常の学級に在籍する発達障害の可
能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生
徒に関する調査結果から，配慮の要する児童生徒
の支援の在り方を考え，その一方で，学級の全て
の児童生徒にとっての学習の在り方を考える。
特別な支援を要する児童生徒が在籍する学級の
中で，教育的ニーズがある児童生徒だけで、なく，
学級全体の学びを保障してして方法として，ユニ
バー サルデ、ザ‘インの視点を授業の中に取り入れて
いくことを検討したい。ユニバーサルデザインの
視点を取り入れた授業により，全ての児童生徒に
とって「分かる ・できるJとしづ喜びが経験でき
る授業になるのではないか。
これまで筆者は，通常学級に在籍する特別支援
を要する児童への支援の在り方を学級経営に焦点
を当てて考察(酒井， 2013)してきた。その結果，
学級において，周りの児童とかかわりながら成長
するには，学級担任の働きかけが大切であること
が分かった。また，支持説児と周りの児童をつなぐ
支援を学級担任が学級経営に位置づけて指導する
こと も大切であると分かった。さらに，そのよう
な学級経営や授業づくりにおいては，ユニバーサ
ルデザインの視点を踏まえた取り組みが有効であ
ることも分かった。
その中でも，酒井 (2013)ではp ユニバーサル
デザインの視点として， r見通しを示したj時間設
定， r可視化したJ板書， r構造化された」授業づ
くりが特別な教育的支援が必要な児童とって有効
であることについて考察した。
そこで3 本研究では，ユニバーサルデ、ザインの
視点を踏まえた授業づくりの中で i構造化」して
いくことに着目し，構造化した授業づくりの実践
を行い，その有効性と課題点について検証してい
く。
(3)研究の方法
研究は以下の方法で行う。
①ユニパー サノレデ、ザ、インの視点を踏まえた授業づ
くりについての先行研究の検討及び整理
②ユニバーサノレデ、ザインの視点を取り入れた授業
の実践
時期:平成 25 年 10 月 15 日 ~ll 月 12 日
対象 山形市内A小学校第4学年
③②の授業の分析と考察
④ユニバーサルデザインの視点を踏まえた授業づ
くりの在り方についての考察
2 先行研究の検討
(1)通常学級における特別支援教育とは
従来における特殊教育は，平成 19年4月から学
校教育法の一部改正によって，特別支援教育に変
わった。今回の制度の改正で，幼稚園，小学校，
中学校，高等学校，中等教育学校において通常学
級も含め，特別支援教育を行うことが明示された。
そこで¥文部科学省は「従来の特殊教育の対象の
障害だけではなく， LD， ADI-D，高機能自閉症を含
めて障害のある児童生徒の自立や社会参加に向け
て，その一人一人の教育的ニーズ、を把握して，そ
の持てる力を高め， 生活や学習上の困難を改善又
は克服するために，適切な教育や指導を通じて必
要な支援を行うものである」と特別支援教育につ
いて述べている。そして障害児教育において大き
な変更点として， iLD， AD[-ID，高機能自閉症」の三
つの障害を教育対象として新たに明記されたこと
が挙げられる。
今回の改正において，東京 ・日野市(2010)は，
この三つの障害が加わった意味として i知的に遅
れを伴わなしリとしづ共通点があり，現在の公教
育において「通常学級に在籍する」ことを意味す
ると述べている。特別支援教育には，特別支援学
校や特別支援学級のみだけではなく， i通常学級に
おける障害児教育」という視点が与えられたこと
になる。つまり，通常学級において，その一人ひ
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とりの教育的ニーズ、に合わせた指導や支援の在り
方を考えてし、かなければならないことになる。
しかし，和田(2010)は3 特別支援教育の理念と
して， i共生社会の実現」があるものの，具体的な
施策が十分ではない。どうすれば普通学級で学べ
るのかではなく，特別支援学級へ変わることで解
決する傾向がある等， 子どもたちにとっての支援
や共生につながっていない実態があると述べてい
る。
通常学級に全ての児童を受け入れる理念や制
度だけでは十分であるとは言えない。全ての児童
にとってよりよい学びを保障する必要がある。
このようなことから，一つの方法として，ユニ
バーサルデ「ザインがある。ユニバーサルデザ、イン
は，全ての子にとって参加しやすい学校をつくり，
分かりやすい授業を提案している。
(2)ユニバー サノレデ、ザインとは
ユニバーサルデザインとしづ言葉は，ノースカ
ロライナ大学で‘建築や意匠を研究していたロナル
ド・メイス(RonaldMace)が中心となってf是唱した。
その定義は 「できるだけ多くの人が利用可能であ
るように製品，建築，空間をデザインすること」
である。つま り老若男女や障害の有無といった差
異や個人のそれぞれの感じ方のし、かんを問わず，
誰もが安心して利用することのできる施設や製品
の設計(デザイン)をめざすといったことなのであ
る。そして，ユニバーサルデザインには7つの原
則がある。
ユニバーサルデザイン7原則
1.公平な実用性(誰にでも役に立ち， 市場性がある)
2 柔軟性(イ固人の好みや能力に対応している)
3. 簡単でカンだけで使える(経験，知識， 言語夫両~，
集中力に無関係に使える)
4目感覚だ、けで、分かる情報(ユーザーの知覚や環境条件
に関わりなく効率的にi清報を提供する)
5 エラー対応(事故や間違いを生じる危険を最小限に
する)
6. 労力が少なくてすむ(肉体的疲労を最小限に抑えら
れる)
7.利用しやすい大きさ空間(性格，姿勢，可能性に無
関係に利用できる)
表1.ユニバーサルデザインの7原則
また， 村田ら (2009)は， i学校における「ユニパ
サールデ、ザインJの考え方は，教室環境や校舎の
設計などの環境整備的な側面から提案されてきた
が，特別支援教育の導入だけではなく，教育方法
や教育理念としてのユニバーサルデザインの重要
性が求められる」と述べている。
佐藤ら (2004)は， rユニバーサルデザイン化さ
れた授業jについて， rどの子も主体的に取り組む
ユニバー サノレデ、ザインの授業をjと提唱しており，
特別支援教育におけるユニバーサルデ.ザインを
「障害の有無にかかわらず守子われている授業の工
夫・改善等が，全ての児童生徒にとって有益な環
境整備であり，結果として LD等を含む障害のある
児童生徒にとっても学校生活を送るうえで重要な
環境劉蒲」と促えている。また， 山形県教育セン
ター (2013)は，学習におけるユニバーサノレデ‘ザ
インとは rすべての児童生徒にとって『わかる，
できる』を保障する授業をデザインすること」で
あると捉えているc
さらに，通常学級における教育的ニーズ1こ対応
して授業を工夫していくことについて，石塚
(2009)は，授業の充実や改善を図るために，授業
内容をきちんと構造化することが重要であると述
べている。論理的に授業を組み立てていくと，ア
スペルガー症候群などの子どもだけではなく，多
くの学級の子どももとても助かるのではなし、かと
思うと述べている。
通常学級においては，教育的ニーズ、のある児童
への個別的な支援だけではなく ，全体的な支援の
中で，すべての児童に学びを保障することが求め
られる。ユニバーサルデザインを取り入れること
は，教育的ニーズ‘のある児童だけで、はなく，その
他の児童にとっても有効な支援になるはずである。
酒井(2013)は， r教室環境や授業を構造化していく
ことで対象児にとって過ご、しやすい環境をっくり，
また，可視化された視覚的サポー トは対象児だけ
ではなく，全ての児童にとって学びやすい環境を
つくっている。このように，ユニバーサルデ.ザイ
ンの考え方を学紘経営に取り入れていくことで¥
支援の幅を広げていけると考えるjと考察した。
そこで，授業 ・教室を「構造イヒJすることにつ
いて整理する。
「構造j とは，全体を形作っている也事Eみのこ
とを指す。特別支援教育の観点での「構造化Jと
は，東京都・日野市(2010)では r障害のある子ど
も・人たちの特性に合わせて，環境(周囲の人やも
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の)の方を調整し，彼らにとって理解しやすく ，ま
た安心できる状況を用意することj と定義してい
る。また，構造化された授業を「論理的に組み立て
られた授業jと表している。具体的には以下の 3
つにまとめられる。
①時間の構造化
「全体への見通しJをもたせる方法を時間の構
造化としづc 自閉症の子は，見えないものの対処
に弱い。そのため， 一日の見通しを提示する必要
がある。その上で授業ごとでもその時間の流れを
目に見える形で視覚化する方法である。また，
「見通し」を持つだけで、はなく ，自分が今何をし
ているのか，全体の時間の中のどの位置にいるの
か理解できる工夫があることが「時間の構造化」と
して有効な支援である。
②内容の構造化
授業内容の中にはいくつか複数の情報がある。
こうした情報から大事なものを見つけたり，関連
を理解したりする作業が求められる。課題解決に
辿り着くまで・のプロセスをワークシート等の導き
に沿って進めていくことが「枠組み」を示すという
点で構造化ということになる。ワー クシート以外
でも段取りを示す，論理的に理解できるようにす
るための工夫は「学習内容の構造化Jと言える。
③場の構造化
高機能自閉症の児童は変化に弱く，教室の物品
がいつも流動的に動く状況は強し、スト レスになる。
物品の位置を決めることは整理整頓の基本になる。
整理整頓は学習や作業の能率が上がる。自閉症の
特徴のある児童生徒は，r大体Jr適当にj という
はっきりしないニュアンスのある言葉が苦手で‘膨
大なストレスがかかってしまう。そのために「見
れば分かるJとしづ工夫を重視している。もとも
と，r構造化Jは，口頭の指示によるのではなく，
「見れば分かるJr見ればすべき行動が理解でき
るjためのセッティングとして発展してきた。指
導者がいちいち言葉にしなくても，児童生徒が自
ら適切な行動を選択することができる工夫であるo
G沼ゅの3つの構造化に焦点を当て，ユニバー
サルデザインの視点を踏まえた授業づくりの実践
をもとに有効性と課題点を考察していきたい。
3 実践と結果 (明らかになったこと)
(1 )実践の概要
筆者がユニバーサルテJザインの構造化という
視点から，実践した授業について検討する。山形
県内A小学校において実践を行った。
日時:2013年 11月6日3校時
単元 :わり算の筆算(2)
対象-山形県内A小学校第4学年l組 25名
男子:14名女子 :11名
児童の実態広汎性発達障害と診断されている
男子児童が l名，アスペノレガー症候群と診断され
ている男子児童が l名在籍しており，また，発達
障害の疑いのある児童が数名在籍している学級で
ある。
単元について :整数の除法計算は，第3学年か
ら学習を初めている。 第4学年で，除数が 1位数
の場合の筆算について学習した。本単元は除数が
2位数で，被除数が 2から 3位数の計算になる。
本単元では，除数が 1位数の場合のときと計算の
進めるときの考え方や手)1頃は同じである。しかし，
除数が2位数になると 商を立てる段階で仮商の
修正が必要になってくる。
単元全体を通して考えてしてと，発達障害のあ
る児童にとってわり算は具体的にイメージしにく
い内容である。そのために，既習事項をうまく活
用できるように単元のはじめに今まで学習してき
たことの復習をする時間を取る。また，イメージ
しやすいように，数え棒などを用いて，具体物や半
3次
[考える]
4次
[広げる ・深め
る]
(本時12/16)
5次
[振り返る ・つ
かむ]
解し，自分が仮商をたてやすい除数の処
理の仕方を考える。
03位数72位数の筆算について，除数の
切り捨てや切り上げを選んで仮商をたて
て計算することができる。
0商に0がたつ場合の筒便な筆算の仕方
や，除数が3桁の場合の筆算の仕方を理
解し，計算することができる。
. 3位数72位数の筆算の仕方を考える。
-自分が仮商をたてやすい除数の処理の
仕方を考え，計算練習をする。
0除法の性質について理解する。
0末尾iこOのある数の除法の簡便な筆算
の仕方を理解し，正しく余りを求めるこ
とができる。
-商が等しいわり算の式を見比べ，除法
の性質について考える。
-末尾にOのある数の除法での余りの求
め方を考える。
0学習内容を適用して問題を解決するこ
とができる。
-学習内容の定着をはかり，計算練習を
する。
-学習内容の振り返りをする。
具体物を効果的に取り入れていく。 表3.構造化した指導案
単元計画:単元計画は以下の通りである。 四 四階剖l
表2 単元計画
時数 ねらいと学習内容
l次 02位数72位数(仮商修正なし)の筆算
[っかむ ・見通 の仕方を理解し，その計算ができる。
す] -既習の1位数， 2位数71位数の計算の
復習をする。
.2位数二2位数の計算を，10を基にし
て計算する。
2次 02位数72位数の筆算で，過大商，過小
[考える] 商をたてたときの仮商修正の仕方を理解
し，計算することができる。
0除数の切り捨て切り上げを選んで仮商
をたてて計算することができる。
-仮商修正なしの2位数72位数の筆算
の仕方を理解し，計算する。
-過大商， 過小商の仮商修正の仕方を理
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内容を構造化する上で，指導案を構造化する必
要がある。指導案を書くにあたって，東京都 ・日
野市(2010)の指導案作成のプロセスを参考にして
指導案を作成した。児童の予想される反応や児童
の思考過程の深まりを分かりやすく書くことが，
構造化した指導案となる。そのため，児童の予想さ
れる反応や児童の思考の変化を一目で分かるよう
に工夫して構造化した指導案とした。
指導案の特徴として，従来の文章だけのもので
はなく，図などを用いているため，視覚的に分か
りやすい。必要な情報も整理されているため授業
者も見通しをもって授業に臨める。指導案の中で
「つなくつとしづ箇所を用いた。これは，問題場
面でなかなか自分の考えが浮かばない児童に対し
て， 他の児童がどのように考えたのか交流する時
間を設けた。また，全体に対する支援と個別の支
援を分けて考え，きめ細やかな指導が行き届く よ
うに工夫した。
(2) 授業の実際
【場面 l】
T:ではまず、今日の問題一今日の問題を貼り
ます。
はい、今日の問題。(-;.-と=4とだけしか
書かれていない画用紙を貼る。)
| ÷ 二4I 
C1 :イエーイ
C:えっ?えっ ?えっ? (みんな困った顔)
T:ちょっと今日先生緊張していて、書いてく
るのを忘れてきました。
C : (イエーイ、イエーイ、えつりなどと言って
いる。)
C2 :なんだとー
T:ということで、今日は、みんなに、先生ち
ょっと忘れたから、いろんな、商が4になる、
害IJり算をみんなに考えてもらいたいんだけど。
T じゃあ今から先生問題書いていくので、み
んなも一緒に書いていきましょう。
児童の学習意欲を持たせるための工夫として，
「おもしろそうJrやってみたしリと感じさせる課
題の提示を意識した。事後研究会では，具体物など
を用いて視覚的にもわかりやすい課題提示だとな
お良かったのではなし、かとし、う意見が出された。
しかし， 員~j時まで、の学習においては， 除数，被除
数ともに具体的な数字が与えられ，それを基に立
式をし，筆算をする課題だった。本時の学習で、は，
課題となる式の中に被除数，除数ともに提示され
ていなく，商だけが提示されている。そのため，
児童も最初は「えっワえっ ?Jと戸惑っていたが，
本時の問題を提示する段階で¥児童が興味 ・関心
をもてる導入だ、ったと考えられる3
[場面2]
T:…じゃあ今から、みんなにね、商が、4にな
る…商が 4になる割り算の式を作ってもらいま
す。じゃあ、そうだな、 5分間でみんなどれだけ
|街が4になる害IJり算の式を作れるのかな
C1 :うわー超サパイパルだよ。
C2 :先生、それは何でもいいんですか?
T:何でもいいよ、商が4になる、害IJり算の式を
たくさん作ってください。
T:はい、 5分間あげまーす。
(子どもたちの個人作業の時間)
(5分間たち、タイマーの音が鳴る。)
T:はーい、時間なので、みんな、やめてくださ
。、??
C3 :たくさん書いた !
T はーい、みんなやめて。
C4: 00くんやめるんだよ。
T すごいね、みんなすごく書いてたね。何個見
つけた?10個以上見つけたよって言う人っすご
いね 1みんないっぱい見つけたね。じゃあちょっ
と一どうしょうかな。みんなに聞いていきたい
な。じゃあC8ちゃんの方から l個ずつ発表して
し、ってもらおうかなっ
この場面では，商が4になるわり算の式をつく
っていると ころである。ここでは，児童が試行錯
誤しながら，商が4になるわり算をたくさん簡単
に考えることはできないだろうかと取り組んでい
る状態である。児童らは様々な方法で商が4にな
る式を考えていた。
①4の段の九九を参考にして，規則的に商が 4
になる割り算の式を作っている児童
②思いついたものから順序関係なく商が4にな
る割り算の式を作っている児童
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③471を活かして割られる数と割る数を10倍，
100倍，1000倍・・としてし、く方法で商が4になる
式を作った児童
④よく分かっていない様子で，あまり多く書け
ない児童
4つのパターンに分けることができる。指導案
では，学習の中で課題を児童同士で、つなぐ場面を
設定している。児童同士の考えを交流する場面を
論理的に構造化している。
しかし，見つけたわり算を発表する場面で，筆
者が r1個ずつ発表してもらおうかな」と発問し
て3児童が気付いていた見つけ方を取り上げられ
ずに進んでいってしまった。 r1個ずつ発表しても
らおうかな」という聞き方が，児童が考えていた
流れを止めてしまった。そうすると，商が4にな
るわり算の式をつくる中でどのようにして考えた
かよりも，自分が考えたお気に入りの式を発表す
る流れになってしまった。児童同士の考えをつな
ぐ場面と して， 発聞を吟味する必要がある。
4 考察
(1)実践授業から
[場面1]より
授業の導入においては，児童が興味 ・関心がも
てるように，いつもとは違うような導入をした。
前時の学習において，児童は具体的な文章問題か
ら立式し，筆算をする活動をしていた。本時の学
習は，児童が除数，被除数との関係に着目し，商
が同じになる式を考えることで¥除法の性質を理
解できるようにすることが目標だ、った。そのため
の導入と して商が同じになる式をつくる学習の課
題は本時の学習において，児童の興味 ・関心をも
たせることが出来たと考える。
[場面2]より
この場面では，児童の考えを共有し，除法の性
質を探す本時の中心の学習活動の場面で、あった。
商が同じになる式をっくり，rつくるコツJを考え，
除法の'性質につなげる場面を考えていたのだが，
筆者の発聞が適切で、なかったため，筆者と児童の
思考にズレが生じてしまった。授業を構造化する
ことにおいては，教材についての正しい理解と児
童の実態の理解をしていなければならない。ユニ
バーサルデザインの授業を考えていく上で，授業
の目標や対象とする児童の実態を踏まえて取り入
れていかなければ，児童が 「分かる ・できるJ経
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験を味わう ことなく ，ひとりよがりな授業になっ
てしまうと感じた。
(2)授業を構造化すること
本研究では，教育的ニーズのある児童だけで、は
なく，授業の中で児童一人ひとりの学びを保障す
る方法として，ユニバーサルデザインの視点を取
り入れた。特に，そして授業を構造化することに着
目した。以下の点で有効であると考える。
①児童にとっての見通しがもてるようになるこ
と。
時間を構造化することで， r自分は今何をしなけ
ればならないのかJr何をいつまで、やらなければな
らないのかjが具体的な時間によって見通しを持
つことができる。本時の授業においても，一つの
課題に対して何分の時間でやらなければならない
のか分かるように，タイマーを設定して時間の見
通しをもたせる工夫を取り入れた。また，一つの
課題が終わったら次にするべきことの指示を与え
ることで，児童に空白の時間を与えることなく，
学習に臨めるように工夫した。授業を通して，自分
が今何をするべきなのか分からないことはすべて
の児童に起こりうる。授業の内容を理解する前に，
今，ど、の部分をやっているのかを把握することに
困難を示す児童のために，見通しをもたせるが必
要である。
そのために時間を構造化することは，見通しを
もたせ、学級全体の児童にとって効果的な支援の
在り方であると考える。
②学習内容を整理することで，児童の自由な発想
や考え方ができるようになること。
授業にはたくさんの情報が与えられる。たくさ
んの情報を，児童が自分で意識して整理するには，
困難が示される。これは教育的ニーズ、が必要な児
童のみならず，すべての児童にとって言えること
である。こうしたたくさんの情報を教師側で論理
的に整理したり，段取りを示したりすることで，
イメージすることが苦手な児童や情報を整理する
のが苦手な児童だけではなく，すべての児童にと
っても有効な支援である。
しかし，本時の授業では，児童の考えを共有す
る場面において，設定された枠組みから外れるよ
うな発問をしてしまったため，児童の思考の流れ
を変えてしまった。論理的に整理する過程の中で，
教師の発問一つ一つにまで気を配らなければなら
ない。論理的な枠組みを設定するには，発問をし
っかり吟味する必要がある。教師が発聞を整理す
ることは，児童がどのように発言するのか，児童
の実態を把握しなければならない。児童の実態を
把握することが3 授業を構造化する上で重要であ
ると考察する。
③授業内容に合わせて教室の座席を工夫するこ
とで児童が安心して学べる環境になるということ。
実習皿で配属されたクラスは，去年からの持ち
上がりのクラスである。座席の基本はコの字型に
なっており，授業においてクラスの児童の話が聴
き合えるような座席の配置で、あった。本時の学習
において，児童がお互いの考えを共有し合えるよ
うな場面を設定した。そのために，児童がお互い
の話を聞きあえるような場を設定する必要があっ
た。本時の授業では，前の席の児童が後ろ向きに
なったり，イスを少し移動したりして，周りの児童
がどのように考えたのか，考えを共有しやすい座
席で場を設定できたと言える。本時の目標に合わ
せ，活動するためにはそれにあった場を構造化す
る必要がある。
また，特定の児童を指導しやすい位置に配置す
るなど，座席の位置を個々の特徴に合わせて設定
したり，教室の掲示物の量を調節したりすること
も場の設定として考えられる。今後，そうした学
級づくりの方向からもその有効性について考えて
し、く必要がある。
(3)ユニバーサノレデザインの視点で授業を考え
ることについて
どの学級においても，特別な教育的ニーズのあ
る子どもたちは在籍している。教職専門実習など
を通して感じたのは，そうしたニーズのある児童
に対して個別に取り出して指導することも重要だ
が，学級全体の中でも成長していく必要がある。
どの子どもにも分かる授業を考えていく上で，基
盤となっているのは学級経営であると考える。学
級の中で授業規律や生活規律が定着せず，学習環
境が整っていない状態では児童の分かる授業にな
らない。児童の教育的ニーズ、を解決していくため
には，児童と教師の関係，児童同士の関係を築き，
実態把握に努める必要がある。児童一人ひとりの
違いを認め合い，尊重し合えるような学級集団を
つくることが重要である。そうすることで児童は
落ち着いた気持ちで、安心して過ごせる学級を目指
すべきである。そして， 一人ひとりの学び方の違
いに対応できるような授業づくりをしていくこと
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が大切である。
本研究では，ユニバ サーノレデ、ザインの考え方の
中で¥授業 ・教室を「構造イヒ」することについて
整理してきた。授業づくりにおいて，内容を整理
し，論理的に組み立てていくことは，誰しもが意
識化して考えていることである。それをユニパー
サルデ、ザインの手法を用いて指導案に関連図など
を用いて視覚的に構造化することによって授業の
流れを整理することができる。また，児童の実態
を把握し，様々な支援計画をつくることができた
ら良かったのではなし、かと考える。
こうしたユニバーサルデザインが浸透化するこ
とは，通常学級における特別支援教育を推進する
といった点で、効果的で、あると考える。しかし，ユ
ニバーサノレデザインを授業の中に取り入れること
によって，すべての児童にとって有効で、あると過
信をしてしまう恐れがある。ユニバー サルデ、ザイ
ンの視点を取り入れるに当たって，授業の目的や
そのための方法が伴っていなければ効果がない。
筆者は，授業の目的や児童の実態に合わせた支援
の方法のひとつとしてユニノくーサルデ「ザインの視
点を考えることではなく，ユニバーサルデ、ザイン
の視点を使うことが目的となってしまった。授業
を構造化するに当たって，授業の内容を吟味し
児童にとってのねらいがはっきりしなかったO ユ
ニノくー サルデ‘ザインを考えていく上で，児童の「分
かる ・できる」という経験をもたせることが出来
なかった。指導の目的や方法にも着目し，それに
合わせた指導の在り方を考えてし、かなければなら
ない。ユニバーサルデザインの在り方について考
え，支援の方法の一つ左して，充分な理解と左もに
活用していく必要がある。
5 到達点と課題
(1)到達点
先行研究では3 ユニバー サノレデ、ザインの視点を
踏まえた授業づくりの中で I構造化」していくこ
とについて明らかにした。また，実樹受業より 3
以下のことが明らかになった。
①時間を構造化することについて
子どもたちが学習していく中で，見通しをもつ
ことによって意欲をもたせることができる。学習
の流れを明確にすることで，教育的ニーズのある
児童だけではなく，どの児童にとっても有効であ
ることが分かった。
②学習内容を構造化することについて
学習内容を論理的に整理することによって，児
童らは自由な発想につながることが分かった。構
造化するにあたって，学習のねらいや学習内容と
照らし合わせた実践になればより効果的であるこ
とが分かった。
③場を構造化することについて
授業の形態に合わせて，座席を変えることは児
童の理解と関係することが分かつた。児童一人
ひとりの特性に合わせた座席を考えることで，良
し、学習環境をつくることにつながっていくことも
先行研究を通じ明らかlこなった。
(2)課題
先行研究を通じて，授業実践とその考察を踏ま
え以下のようなことが課題として残った。
①充分な理解がないままユニバーサルデザインを
導入すること
ユニバーサノレデザインの視点を踏まえた授業実
践について行なってきたが，児童の実態に応じた
指導方法を工夫する必要がある。さらに，ユニバ
ーサルデサ守インの視点を導入するだけでは，児童
の理解につながる授業がつくれるわけではないと
いうことが分かった。授業におけるユニバーサル
デザインはすべての児童にとって 「分かる ・でき
るj授業を行う「手がかりJになるものである。
そのため，学級の児童の特性や実態，教科の特性
に合わせて取捨選択して行なっていくべきである。
②授業づくりにおいて，学仏経営が基盤となって
し、ること
学校生活の中心となっているのは授業である。
どの児童においても 「分かる ・できる」授業づく
りを実現するためには，学級づくりが土台となっ
ている。学級づくりが基盤となり，児童同士の人
間関係が良好な上に，授業づくりも成り立ってい
る。ユニバーサルデ、ザインの視点を取り入れた学
級づくりの在り方についても考えていく必要があ
る。
今後，ユニバーサルデザインの視点を踏まえな
がら，学級経営力や授業力の向上を図っていきた
し、。
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